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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 三国ヶ丘分館建設整備事業

900

0

その他（事務費等）

事 業 費

　三国ヶ丘分館跡地は、既存建物が耐震化非対応であったため、安全
管理上、先行して解体撤去を行い、現在、更地となっている。
　当該跡地に、庁舎分館を新たに建設し市有施設の有効活用を図る。

道路改良工事請負費等 0

本体基本・実施設計
建設工事

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 56,6000

0 2,450 道路部概算見積等

0 950 道路部概算見積等測量業務委託等

0 7,000 建築部概算見積等

工事請負費（文化財試掘工事）等 0

18,000

300 文化財課積算等

2,312,200

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

　三国ヶ丘分館の建設については、平成２６年度中に本体工事の基本・実施設計
に着手する。ただし、設計業務完了が平成２７年度中となるため、債務負担が必
要。本体工事に伴う、道路改良工事については、先行着手し、平成２６年度中に
完了予定である。

25年度予算

道路設計業務委託等

主な要求内容 （単位：千円）

本体工事基本・実施設計委託等

道路部概算見積等

その他

56,6000

建築部概算見積等

27,000 建築部概算見積等

内容・積算等

既存建築物の解体撤去（平成２４年度）
基本計画業務（平成２５年度）

本体基本・実施設計業務（債務負担）
道路基本・実施設計業務完了予定
道路工事完了予定　埋蔵文化財試掘調査業務

【経過（～25年度）】 【26年度】

　本事業は、既存建物が耐震化非対応であったため、安全管理上、先
行して解体撤去を行い、更地となっている三国ヶ丘分館跡地につい
て、新たに庁舎分館を建設することにより、市有施設等の統廃合・再
配置を実施し、統合・集約による効率化を図る事業である。
　また、庁舎分館の建設にあたり、交通渋滞緩和、世界文化遺産推進
に伴うバス運行等により、セットバック等の道路改良工事を同時に行
う。

事業目的

事業内容

整理番号 05 - 002

地質調査委託等

事業期間 　H25～　H29　　

平成24年度決算額

0

局・課名 財政局・財産活用課
マスタープラン
３つの挑戦

マスタープラン

施策番号

区分
新規・拡充

(単位　千円)


